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ういう夢を持つようになったのか、これまでの経験や学びがその生徒にとってどういう意味をも

たらしたのか、どうしてそういう願いを持つように至ったかということを、まず我々がそれを理

解する必要がある」「(大人から見て非現実的と思われる生徒の夢を否定せず）生徒のそのような

経験や学びの背景に関心を持って、新しい学びを支援しようとしているところが重要です。我々

にとっても生徒のそういう姿にしっかりと向き合える成熟をしていかなければならない」と述べ

ている。

ここで述べられている教育観・指導観は、平成20年度から平成24年度に本校で取り組んだ学

校研究での教育観・指導観と基本的に一致していると捉えている。

本校では、「我々が世の中を見て、何かを見出だす時には、自分たちが既に獲得している知識や

概念を通して見ることによって意味を見出している」（3）という立場に立って、学校研究を進めて

きた。そのため、「児童生徒の知識の持ち方は、我々大人にとって共通前提となるような知識の持

ち方とは違うのではないか」（3）という前提に立っている。そこで、学習活動にあたっては、児童

生徒と教師が同じものを見たり体験したりしても、両者の間で違う意味を見出している可能性が

あるため、「児童生徒の知識や自己認識を探る」とともに、「児童生徒の知識や自己認識が現実に

即していないと思われる場合には、より多くの人と共通前提となり得るような、より現実に即し

た知識や自己認識を持ち得る」（3）ようにしている。その際には、児童生徒が自分自身で体験し、

自分に即して知識や自己認識を再構成する機会を設定するとともに、「何に気づいて再構成した

らよいか」を児童生徒が気づけるように指導・支援している。

平成25年度から取り組んでいるキャリア発達支援の視点による学校研究でも、この教育観・

指導観に基づいて取り組んでいる。

イ．授業実践

ア．で述べた教育観・指導観に基づいて、各部で授業実践を行った。以下では、昨年度取り組

んだ実践の概要について述べる。

（ア）小学部低学年の実践

一遊びの指導「シャボン玉遊びをしよう」一

小学部低学年では、「自分の好きなことや得意なことを見つけ、楽しく主体的に活動する児童」

の育成を目指して、授業づくりに取り組んできた。低学年の実践は、一人の児童が始めたシャボ

ン玉遊びに、他の児童も関心を持った様子を教師が捉え、遊びの指導での「シャボン玉遊び」と

して発展させた活動である。

（イ）小学部高学年の実践

一生活単元学習「お店やさんをしよう」一

小学部高学年では、「自分の役割を知り、その役割を果たそうとする児童」の育成を目指して、

授業づくりに取り組んできた。高学年の実践は、下学年の児童や来校者に対して、ゲーム等を提

供するお店やさんの活動を発展させながら取り組んだ活動である。

（ウ）中学部の実践

一生活単元学習「めった汁まつりをしよう」－

中学部では、「仲間と協力して一つの活動に取り組み成し遂げる」姿を目指して、授業づくりに

取り組んできた。中学部では、中学部3年の生徒が「自分たちが栽培した野菜を使って調理をし

て、下学年の生徒にふるまいたい」という思いから、郷士食であるめった汁をふるまう「めった
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いわゆる育てたい力の何を大事にしていくのかということとの関連で、内面の変化を見取っ

ていくことが必要である。

※「キャリア教育」の定義

一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、

キャリア発達を促す教育

（中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申)」

平成23年1月31日）

オ．各部での授業実践

小学部・中学部・高等部の学部で授業実践を行った。今年度は、領域・教科を合わせた指導で

授業実践を行った。詳細については、Ⅱ章で述べる。

②作業学習モデルプランの充実改善（高等部）

作業学習モデルプランとして昨年度取り組んできたプラタナスカフェの取組とクリーンエ房の

取組を充実改善させてきた。詳細については、Ⅱ章－3で述べる。

③進路指導の充実改善

今年度は、高等部3年間での産業現場等における実習のあり方について検討を行った。そのう

えで、昨年度試行した「就労アセスメント実習」の取組について検討を行い実施した。詳細につ

いては、Ⅲ章で述べる。

（3）二年次（平成27年度）の成果と課題

①各取組における成果と課題

二年次の研究を通して、以下のような成果と課題が挙げられた。

【小中高12年間を見通した学習活動の充実改善について】

今年度は、具体的な観点をもとに学習内容の検討を行ったことで、各部の先生方が同じ観点で

話し合うことができた。また、話し合いの中で、日々の学習活動を充実改善するための具体的な

事柄が挙げられることもあった。しかし、年間指導計画等にはまだ反映されていない。

【キャリア発達支援における評価のあり方について】

昨年度の反省をふまえて、本校として児童生徒の「内面」を把握するための様式（18ページ、

〈様式2〉）を作成し、使用することができた。また、研究フォーラムを通して、キャリア教育の

定義に沿った評価のあり方を知ることができた。

しかし、各授業実践においては十分に取り入れることができなかった。また、教員の異動があ

る中で、本校で行われている「内面」の捉え方を職員間で十分に共通理解することができていな

かった。

【キャリア発達を促す授業実践・作業学習モデルプランについて】

今年度は、職員研修で得たことを生かして授業実践に取り組むことができた。一方で、ワーク

ショップの手法を採り入れた職員研修等に多くの時間を費やしたために、各部の実践に十分な時

間を確保することができなかった。

-13-





ついて理解を深める機会となった。本校の児童生徒は、学生の豊かな発想に触れる機会となり、

楽しい雰囲気の中で、準備された様々な素材や色を使って生き生きと表現することができた。

これらの取組は、学校だけで完結しない学習活動である。どの取組も機縁が重なって実現した

ものであるが、キャリア発達支援の視点による学校研究を行ってきたことで、本校の教員が学校

だけで完結しない学習活動について意識していたことも、実現につながった一つの要因であると

捉えている。

③まとめ

ア．「キャリア教育の視点」から今年度の取組を振り返る

本校が学校研究に「キャリア教育の視点」を取り入れて3年が経とうとしている。「キャリア教

育の視点」とは、，ページに挙げたように、「(将来の）社会的・職業的自立を念頭に置きながら、

子どもたちの成長や発達を促進しようとする見方を持つこと」（1）であるとともに、「キャリア概

念に基づき、現在行われている教育活動全体の見直しを図り、改善すること」（2）である。この2

つの側面から、今年度の取組について以下にまとめる。

今年度の実践では、教師が「(将来の）社会的・職業的自立を念頭に置きながら、子どもたちの

成長や発達を促進しようとする見方を持つ」ことによって、次に挙げる態度や能力を育てること

につながったと思われる。各部の実践を通して児童生徒に育ったと思われる態度や能力は、渡辺

（20,0）の言葉を借りれば、小学部の実践では、「知らないことに興味・関心を抱き、予測せぬ

ことに恐れを持たず挑戦する態度」(4)、中学部の実践では、「自分の存在自体に自信を持てるよ

うになる」（4）とともに、「他者との関係の中で、社会的期待に応えていけるようになる」（4）こと、

高等部の実践では、「各個人が自分自身と向かい合って自分に問いかけ、自分に答える力」（4）で

あったと言える。

「キャリア概念に基づき、教育活動全体の見直しを図り、改善する」という側面からは、職員

研修で学んだことを生かして授業実践に取り組んできた。その結果、遊びの指導、生活単元学習、

作業学習において、本校でこれまで大切にしてきたことを踏まえつつ、将来の社会的・職業的自

立を念頭に置いて充実改善することができた。

イ．キャリア教育の理念に基づいて、これまで3年間の取組を振り返る

渡辺（2012）は、「キャリア教育は教育改革の理念であり、キャリア教育に特化した特別の活

動やイベントを行うことではない。つまり、学校教育をキャリア発達の視点から見直し、各教科

を改善することである。したがって、教員の個人的な取組ではなく、学校全体で組織的に取り組

むことが理念の実現には不可欠である。」と述べている。ワークショップの手法を採り入れた研修

や部を超えた研究会を行ってきたことで、各教師が小中高12年間を見通したうえで、現在関わっ

ている児童生徒にどのような態度や能力を育てたらよいかを考えるようになってきた。それが、

各部の授業実践にも少しずつ反映されるようになってきている。

また、研究助言者の木村宣孝氏からは、研究1年目に「教育活動を見直すためには、本校の成

果と課題を明確にすることが重要である」ことを教えていただいた。そして、本校の平成24年

度までの成果と課題を1ページに挙げたように捉えて取り組んでいる。
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